
１．はじめに

2007年９月20日から22日にかけて，中国青島で第３

回WWRP北京2008予報実証実験/研究開発プロジェ

クト（B08FDP/RDP）ワークショップが開催され，

気象研究所から３名が参加した．ここでは，ワーク

ショップの内容に加え，現在進行中である本プロジェ

クトの概要や気象研究所/気象庁（MRI/JMA）の関

わりについて，天気読者に興味があると思われる部分

について報告する．

２．WWRP北京2008予報実証実験/研究開発プロ

ジェクトについて

WWRP北京2008予報実証実験/研究開発プロジェ

クト（B08FDP/RDP）は，世界気象機関世界天気研

究計画（WMO WWRP）の下で計画されている研究

計画で，2008年８月の北京オリンピックに合わせて，

各国気象機関が短期予報に関する国際比較実験を行う

ものである．2000年にシドニーオリンピックに合わせ

て行われた国際予報実証実験（Sydney 2000FDP）に

引き続くWWRPの研究計画として提案された．

2003年10月オスロでの第７回WWRP科学運営委員

会（WWRP SSC）において，ナウキャストを中心と

した０-６時間までの予報実証実験（FDP）コンポー

ネントとメソアンサンブル予報による６-36時間予報

についての研究開発プロジェクト（RDP）コンポー

ネントに分けて実施することが決められた．2004年12

月に気象庁で行われた「激しい気象の短時間予報技術

に関する専門家会議」(山田ほか 2005）にWWRP

のKeenan博士（BMRC）が来日，B08FDP/RDPへ

の日本の参加を，関係者に打診した．

第１回WWRP-B08FDP/RDPワークショップは，

2005年３月29-31日に中国気象局で開催され，B08

FDP/RDPの実施計画と参加機関についての議論が

行われた（斉藤が参加)．これを受けて気象庁では，

可能な範囲でのプロジェクトへの貢献を基本方針とす

ることとし，長期の現地滞在によるシステム構築が必

要なFDPコンポーネントへの参加は見送り，リモー

トによる参加が可能なRDPコンポーネントに参加す

ることになった．第２回ワークショップは，2006年８

月に行われたFDPとRDPの予備試験の結果を踏ま

えて2006年８月30日から９月１日にかけて，中国気象

局で開催された（気象研究所から斉藤・瀬古・國井の

３名が参加)．参加機関はFDPが，中国（CMA，

CAMS)，米 国（NSSL)，カ ナ ダ（AES)，香 港

（HKO)，オーストラリア（BMRC)，RDPが，中国

（CMA，CAMS)，米国（NCEP，NCAR)，カナダ

（MSC)，日本（MRI)，オーストリア（ZAMG）で

ある（第１回ワークショップでは，英国気象局が

FDP，RDPの両方に参加を表明していたが，その後

両プロジェクトから撤退している)．プロジェクト全

体の組織図を第１図に示す．

2008年の北京オリンピックは，８月８日～24日にか

けて行われるが，８月の北京の気候はどのようなもの

だろうか．第１表はオリンピック期間中に相当する８

月８日からの２週間における，1980年から2001年の気

候統計をまとめたものである．最高気温の平均が約30
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度，期間中の最高気温の極値の平均は35度を超える

上 ，降水がほぼ２日に１回，雷雨は４日に１回以上

発生している．屋外競技の殆どは，これらの天候の影

響を強く受けることから，降水や雷雨の有無，最高気

温の予測などが，競技の運営上，大変重要であること

が容易に想像される．また2004年７月には，北京で都

市機能が麻痺する大規模な洪水が発生している．

RDPコンポーネントの活動内容は，Tier-1と呼ば

れる水平解像度15kmのモデルによるメソ（領域）ア

ンサンブル予報と，Tier-2と呼ばれる水平解像度4

km以下の雲解像モデルによるケーススタディに分け

られている．Tier-1では北京周辺の105～125E，

30～45Nの領域を共通検証領域と位置づけ，12UTC

を初期値とする36時間予報のアンサンブル予報の各メ

ンバーの３時間おきの予報値データを，0.15度の共通

格子にWMOの標準書式であるGRIB2フォーマット

にして2230UTCまでに中国気象局の ftpサーバーに

送信することが求められている．送信データは，レベ

ル１データと呼ばれる地上気象要素（2m気温・相対

湿度，10m風，降水量，海面気圧，500hPa高度な

ど）と，レベル２データと呼ば

れる上層気象要素（250，500，

700，850hPaの高度，風，気

温，相対湿度等）およ び，

CAPE，CIN，SAUI（サウナ

インデックス，不快指数に類似

する指数）などの診断データである．これらの予備実

験の結果はB08RDPプロジェクトのウェブサイト

（http://www.b08rdp.org/index.php）から閲覧でき

るようになっている．

中国気象局では，B08FDP/RDPプロジェクトに合

わせて北京周辺でのメソデータ観測網（GPS，ウイ

ンドプロファイラ，ドップラーレーダ等）の整備を進

めている（第２図)．これらの特別観測データは，本

プロジェクトへの利用に限るという条件で，FDP/

RDPの参加機関に提供されている．

なお，このプロジェクトはWWRPのサブプログ

ラムであり，研究開発プロジェクトであるRDPコン

ポーネントは，メソアンサンブル予報に関する様々な

技術情報の共有を主目的とし，オリンピック運営の支

援を主目的とするものではないことを申し述べてお

く．

３．第３回 B08FDP/RDPワークショップ

今回のワークショップは，2007年８月に行われた

FDPとRDPの最終予備試験の結果を踏まえて，各

国実験システム構築の進捗状況確認と検証方法につい

て議論するために行われたもので，第２表のプログラ

ムに示すような日程で，中国青島の 泉王朝大酒店で

開催された．参加者は６カ国78名で，日本からは気象

研究所の３名が出席した．以下に会議の内容を記す．

〝天気"55．2．

2007年８月９日，北京市の一部地域では39.8度が記

録されている（http://www.people.ne.jp/2007/08/

10/jp2007081075086.html気象研究所藤部文昭博士

よりの私信)．

第１図 B08FDP/RDP研究組織図．
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第１表 ８月の北京の気候
（８月８-24日，
1980-2001)．

値

平均気温（℃) 25.2

平均最高気温（℃) 29.9

最高気温極値（℃) 35.7

平均最低気温（℃) 21.1

最低気温極値（℃) 14.3

平均相対湿度（％) 75

平均風速（m/s) 1.8

降水確率（％) 49.2

雷雨発生確率（％) 25.9
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第２図 北京周辺のデータ観測網，a）2004年，b）2008年（予定)．

第２表 第３回北京2008予報実証実験/研究開発プロジェクトワークショッププログラム．

第一分科会（ナウキャスト) 第二分科会（メソアンサンブル予報)

９月20日（木)
午前

オープニングセレモニー（WMO事務局，中国気象局次長，WWRP分科会議長)
・議事のレビューと集合写真
・予報実証実験プロジェクト進捗状況レビュー
・研究開発プロジェクト進捗状況レビュー

９月20日（木)
午後

B08FDP分科会報告
・B08FDP SSCワーキンググループからの報
告

・データ送信についてのレビュー，議論
・システムパフォーマンスについてのレ
ビュー，議論

B08RDP進捗状況レビュー（座長斉藤)
・米国環境予測センター
・カナダ気象局
・気象研究所/気象庁（斉藤)
・オーストリア気象地球力学中央研究所
・中国気象局
欧州MAP-DPHASEの紹介
検証方法についての議論

９月21日（金) 2008年実験に向けた最終計画案
・データリストとプロセス
・検証
・ウェブ表示
・トレーニングワークショップ
・予報官との疎通

B08RDP詳細についての議論
・データ転送，アーカイブ方法
・プロダクトユーザーへのトレーニング
・ウェブサイトのあり方
・マルチリソースEPSについて
・2006年８月１日のケースについて
雲解像モデル調査（瀬古ほか)
北京オリンピックへのサービス関連の議論
・プロダクトの提供
・MAP-DPHASE，TIGGEなどとの連携
・B08RDP後の活動

青島管区気象台の施設見学

９月22日（土) 全体総会
・FDPグループ報告
・RDPグループ報告
・FDPとRDPとの相互協力
・2009年ワークショップ
・閉会挨拶
オリンピック会場の見学



3.1 １日目午前

J.Wang（BMB/CMA）はFDPコンポーネントの

レビューとして，2006年に開催された第２回ワーク

ショップと現在までの進捗状況，2007年に開催された

トレーニングワークショップなどに関する報告を行っ

た．特にレーダーデータの整備に力を注いでおり，台

数を２台から４台に増やしたことに加え，データの検

証やリアルタイム取得，使用に関するレクチャー等を

行っている．レーダーデータの取得率についても概ね

99％以上となっており，現実の大気状態を知る上で非

常に有用な手段となったのだが，データの品質管理が

課題となっている．

Y.Duan（NMC/CMA）はRDPコンポーネントの

レビューとして，2006年までのRDPのまとめ，2007

年度予備実験の概要と各機関のシステムの紹介（第３

表)，他のプロジェクトとの関連等について報告した．

バイアス修正の方法や，検証方法，アンサンブル予報

の結合方法などにも触れ，概ね計画は順調に進んでい

ると強調した．

最後にT. Keenan（BMRC）によるWWRPのナ

ウキャスト応用サービス合同運営委員会 JONASの

活動に関する説明があり，午前中のセッションは終了

した．

3.2 １日目午後

午後のセッションでは，各機関からTier-1メソア

ンサンブル予報進捗状況レビューに関する報告があ

り，斉藤が座長を務めた．

J.Du（NCEP）は“Review NCEP’s SREF”とい

うタイトルで，NCEPが米国で現業運用している領

域アンサンブルシステムSREFの紹介を行った．全

21メンバー，BGM 法を用いるアンサンブル予報シス

テムで，2006年の８月のハリケーンのケースで実験を

行ったところ，アンサンブル平均の経路が高解像度モ

デルの結果よりも良く，さらにタラグラント図がほぼ

フラットになっていることを示した．また高解像度領

域モデルの決定論的予報に，低解像度（全球）アンサ

ンブル予報の予報摂動を加えることによってより有効

な予報が得られる，というHybridアンサンブルとい

う考え方を紹介し，今回のRDPプロジェクトの予報

について試みると述べた．高解像度領域モデルの予報

に対して，低解像度アンサンブル予報の予報摂動が適

切か，手法の科学的根拠は何かという質問があった

が，明確な回答は得られなかった．なおNCEPは今

年度は領域アンサンブルシステムの変更を行ってお

り，予備実験期間までに間に合わなかったため，今年

度は代わりに水平解像度約150kmの全球モデルの予

報結果を比較検証用データとして提出した．低解像度

の全球アンサンブルはより高解像度のアンサンブル予

報に対するひとつのベンチマークとなり得るため，来

年度もメソアンサンブルの結果に加えて全球アンサン

ブルの結果も別途出すことを要請提案し，氏からも了

解された．

M.Charron（MSC）は“The Canadian Contribu-

tion to the B08RDP Tier-1 Project：A 15-km
 

Regional EPS”というタイトルで，MSCのTier-1

メソアンサンブル予報システムの紹介を行った．初期

摂動には低解像度（水平解像度約150km）全球モデ

ルで計算された８つのSVを用いており，境界条件に

も摂動を加えている．またノルムはトータルエネル

ギーノルムを採用しており，最終ノルムを北中国域で
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第３表 参加各機関のTier-1メソアンサンブルシステム（ NCEPは昨年のシステムの仕様)．

機関 モデル
解像度

メンバー数
初期値 初期摂動 モデル摂動 境界条件

MRI/JMA  JMA-NHM 15kmL40

M11
気象庁
領域解析

全球
ターゲットSV

なし 領域モデル
予報値

NCEP WRF-ARW（5)

WRF-NMM（5)
15kmL60

M10
NCEP
全球解析

領域BGM マルチモデル NCEP
全球EPS

 
MSC  GEM 15kmL28

M16
全球解析 全球

ターゲットSV

確率的
物理過程

全球予報
(SV摂動)

ZAMG  ALADIN 15kmL37

M18
ECMWF
全球解析

ECMWF
全球EPS

確率的
物理過程

ECMWF
全球EPS

 
NMC/CMA  WRF-ARW 15kmL35

M15
WRF3D-Var 領域BGM マルチ

物理過程
全球

EPS予報

CAMS/CMA  GRAPES 15kmL33

M9
GRAPES
3D-Var

領域BGM マルチ
物理過程

全球

EPS予報



評価することでターゲッティングを導入している．最

適化時間は24時間で湿潤過程を含んでいる．2007年度

のシステムは初期解析に4D-Varを用いるようになっ

たため，2006年度のシステムと比較して改善があった

ことが示された．また，今年度の予備実験期間中にお

ける検証では，６時間積算雨量のBrier Skill Score

（BSS）が低く，カナダのEPSは６時間積算雨量にお

いてはほとんど“no skill”だと報告した．BSSの計

算に用いる気候的なスコアの部分に問題があるのでは

ないかということが指摘された．実験期間中のサンプ

ル値を用いたそうであるが，別途行われた中国気象局

による検証のBSSと絶対値がかなり異なっていた．

カナダでは現業週間EPSはアンサンブルカルマン

フィルタで行っており，その週間EPSを領域モデル

でダウンスケールした場合，今回のターゲットSVよ

りも予報成績が良いとのことで，来年の実験では現業

週間EPSのダウンスケールに切り替えることを予定

しているとのことであった．

斉藤（MRI）は“Advances on Tier-1 EPS at
 

MRI/JMA”というタイトルで，MRI/JMAのTier-

1メソアンサンブルシステムの紹介を行った．昨年の

システム（斉藤ほか 2007a）から，予報モデルであ

る JMANHM の更新，計算領域の拡大，初期摂動手

法の変更，地中温度への摂動の付加，などを行ったこ

とについて述べた．初期値摂動の与え方としては，

2006年の予備実験では気象庁週間EPS摂動を層ごと

に解析誤差程度に規格化したものを用いた（斉藤ほか

2007a）が，今年の実験では，2007年６月～７月にか

けて，昨年の手法，メソ特異ベクトル法，メソモデル

BGM 法などとの比較を行い，その時点で良い結果が

得られた「共通検証領域を最終ノルムターゲットとし

た全球特異ベクトル法（T63L40，最適化時間24時

間)」を採用した．これらの詳細については，斉藤

（2007b）で報告しているほか，ターゲット全球特異

ベクトル法による平成19年九州豪雨のアンサンブル予

報実験を，原ほか（2007）が行っている．

MRI/JMAによる予報結果は，地上気象要素（降

水有無のブライアスキルスコア，2m気温・相対湿

度）や上層各要素において，概ね他機関より良い結果

が得られたが，予報誤差に比べてスプレッドが小さめ

であること，予報期間の前半で対流性降水の量が実況

に比べて少ない傾向があること，35度以上の猛暑日に

おける最高気温予想を過小評価する傾向があること，

などの課題も残されている．予備実験に先立つ初期値

摂動手法の比較でメソモデルBGM 法でのスプレッド

の成長が良くなかったことに対して，側面境界摂動を

入れていないのが原因ではないかという尤もな指摘を

受けた．

C.Wittmann（ZAMG）は“ALADIN-LAEF con-

tribution to B08RDP of ZAMG/Meteo-France”と

いうタイトルでZAMGのTier-1メソアンサンブルシ

ステムLAEFの紹介を行った．ECMWFのアンサン

ブル予報（T399）50メンバーからクラスター解析を

用いて16メンバーを選び，それぞれ領域モデルでダウ

ンスケール予報を行うものである．これにコントロー

ルランと，ECMWFの高解像度の予報（T799）から

のダウンスケール予報を加えた全18メンバーを使用

し，00UTCと12UTCを初期時刻として１日２回の

アンサンブル予報を行う．予報モデルはMeteo-

Franceの現業領域静力スペクトルモデルALADIN

で，力学過程にはセミラグランジュ法を導入してい

る．結果としては地上気温と相対湿度にバイアスがあ

り，スプレッドが小さいとのことであった．側面境界

にはECMWFのアンサンブル予報結果を使用してい

るが，これをNCEPのアンサンブル予報を用いる場

合についての比較も行っている．

L. Gao（NMC/CMA）は“Advances of CMA’s
 

Meso-scale Ensemble Prediction System in 2007”

というタイトルでCMAのTier-1メソアンサンブル

システムの紹介を行った．まず，NMCが行っている

WRFを用いたシステムについて述べた．水平解像度

15km，鉛直35層であり，初期摂動は６時間サイクル

のBGM 法で作成している．メンバー数は15で，コン

トロールとBGM による７対の正負摂動を加えた15の

異なる初期値に対し，２種の雲物理過程，４種の積雲

対流パラメタリゼーション（KFスキーム，Bettsス

キーム，Betts-Millerス キーム，Betts-Miller-Jan-

jicスキーム)，２種類の地表面過程スキームを組み合

わせている．また側面境界はBGM 法を用いた全球ア

ンサンブル予報値を用いている．地上物理量への摂動

の付加と，バイアス補正等を今後の課題に挙げた．

CAMSで行っているGRAPESを用いたシステムに

ついても簡単な説明を行った．同様に初期摂動は

BGM 法で作成しており，側面境界の扱いも同じだ

が，メンバー数は９メンバーで，雲物理過程と積雲対

流パラメタリゼーションスキームのみをメンバーで変

更している．

Y. Li（NMC/CMA）は“Verification of Tier-1
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EP Systems in the second test of B08RDP”というタ

イトルで，2007年度予備実験に関する検証結果につい

て報告を行った．今年度から上層データについても予

報出力の ftp送信を行うようになったが，上層の要素

に関する検証はNMC/CMAとMRI/JMAについて

の検証が主で，それ以外の機関の予報結果は検証比較

は示されなかった．NMCとの比較では，各層各要素

の予報とも，MRI/JMAのものの方が良かった．地

上要素についてはどの機関もスプレッドが予報誤差に

比べ小さめで，特に2m気温で顕著であることが指

摘された．

M. Dorninger（ウィーン大学）は欧州アルプス域

周辺の洪水事例の確率的シミュレーション実証のため

の欧州国際プログラムMAP-DPHASEプロジェクト

の紹介を行った．WWRPのFDPプロジェクトの１

つとしてみなされており，欧州気象機関の現業領域モ

デルアンサンブル予報を集めて各機関の予報の比較や

グランドアンサンブルの効果を見るプロジェクトで，

ドイツ，スイス，オーストリアなど12の気象機関の予

報とそれに基づく洪水予測が，ウェブ上のメニューで

表示できるようになっている．プロジェクトにエンド

ユーザーを含んで，評価を行うことの重要性などを報

告した．

3.3 ２日目午前

このセッションでは，Tier-1の検証やデータセッ

ト，webページなどに関する報告，意見交換がなさ

れた．

L.Wilson（MSC）は“Beijing 08RDP Verifica-

tion Plan”というタイトルで，B08RDPでの検証方

法について報告を行った．観測点に内挿する方法や格

子平均値を用いる方法など予報値と観測値を比較する

際の手法の違いや，アンサンブル予報の確率分布や確

率予報といった検証内容の違いについてや，各種スコ

アを算出する際の閾値について議論した．

J.Hu（CMA）は，出力データフォーマットやアン

サンブル予報を用いた予報トレーニング，webサイ

トに関する報告等を行った．このうちwebサイトに

関しては，閾値ごとの確率分布に加えコントロールラ

ンの予報，アンサンブル平均やスプレッドについても

表示すべきという要望を出した．計算はされているの

で検討したいという返答だった．

3.4 ２日目午後

このセッションではTier-2雲解像モデルケースス

タディに関する報告がなされた．

瀬古（MRI）は，昨年のワークショップでTier-2

の対象事例に提案された2006年８月１日のスコールラ

インや2007年７月31日の雷雨の事例について，Tier-

1と同じ設定のアンサンブル実験と，格子間隔を3km

にしたダウンスケール実験の結果を報告した．2006年

８月１日のスコールラインは，前線が黄海まで南下し

た後に，北京市の北西の山岳域で発生・発達したもの

で，対流を発生させる強制力が弱く，Tier-1のアン

サンブル予報では，弱い対流域が再現されるのみで

あった．微物理過程を降水を陽に予報するものに変更

して，格子間隔3kmの実験を行うと，11メンバーの

うち１メンバーで，スコールラインと同様の線状の降

水域を再現することができた．もう１つの2007年７月

31日の雷雨は，Tier-1の実験でほとんどの参加機関

が再現できた事例である．瀬古は，同化なしでもダウ

ンスケール実験をするだけでアンサンブル予報ができ

ること，北京市で強い降水を降らしていることから，

この事例もTier-2の対象事例に適当であると提案し，

Tier-2で再現された気流構造，Tier-1とTier-2で再

現した領域内の総降水量や最大１時間降水量などの比

較について報告を行った．

B.Kuo（NCAR）は，北京気象局（BMB）と共同

して行った８月１日のスコールラインの同化実験を報

告した．まず，WRFとMM5という２つの数値モデ

ルを用い，NCEPの全球モデルの解析値から格子間

隔を27kmの初期値境界値を作成し，格子間隔を9

km，3kmと順に細かくして予報を行った．スコール

ラインは寒気内で形成されたもので再現が難しく，両

モデルともスコールラインが再現できなかった．そこ

で，比較的に結果が良かったWRFを用いて，数時間

毎に３次元同化を行うサイクル実験を行った．通常の

データの他にGPS可降水量を同化すると，同化間隔

が３時間毎であってもスコールラインが再現できた．

Kuoは，これらの結果から，可降水量データが水蒸

気変動を現実に近づけ，スコールラインの再現に重要

な役割を果たしたと，GPS可降水量のインパクトを

強調していた．

J. Chen（NMC/CMA）は，B. Kuoと同様に

WRFを用い，格子間隔が15kmと3kmの２重ネス

トを採用して予報を行った．Kuoと同じく，同化な

しではスコールラインは再現できなかった．そこで，

デジタルフィルターを併用してドップラーレーダの反

射強度やGPS可降水量を同化したところ，現実に近

いスコールラインの再現に成功した．Chenは，特に
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最初の数時間はデジタル

フィルターの寄与が大きい

と，デジタルフィルターの

重要性を指摘していた．

Tier-2の今後の方針と

して，MRI/JMAはTier-

1とTier-2の比較を継続し

てまとめること，２つの事

例についてMRI/JMAの

他 に N C A R/B M B と

CMAが取り組むこと，

NCAR/BMBはGPS可降

水量データをMRI/JMA

に提供すること，これらを

通してTier-2の参加機関

はデータ同化やアンサンブ

ル予報の効果などを調べる

ことが決められた．

3.5 ３日目

FDPはKeenanが，RDPはKuoがそれぞれ中心

となって，全体総会でこれまでの決定事項の報告や

FDPとRDPとの関連，今後の方針について報告と

議論を行った．RDPでは，結果をどのような方向で

論文投稿するか，バイアス補正のために40日以上の統

計値が必要となることや，700hPaのデータ出力の必

要性等についての報告と確認を行った．解析雨量の必

要性についても議論となり，豪州気象局のA.Seed博

士がレーダーデータに基づく10分おきの解析雨量を作

成しており，MRI/JMAを含むRDPグループに提供

できることなどが話題になった．全体総会終了後に撮

影したRDPメンバーによる集合写真を第３図に示

す．

午後は，ワークショップ参加メンバーによる青島の

ヨット競技場の見学があった．次回のワークショップ

は2009年の春に開催予定である．

４．おわりに

第２回ワークショップから１年を経過し，今回の

ワークショップではFDPとRDPそれぞれのコン

ポーネントについて，各機関の2008年の本実験に向け

たシステムの開発状況が示された．昨年のワーク

ショップ時にはデータ転送や検証に関するトラブルが

少なからずあったが，今回のワークショップでは，大

きな問題はなく，本プロジェクトは全体としては

WWRPの研究課題としてほぼ順調な進展を見せてい

ると感じられた．今回のTier-1実験では，MRI/

JMAの結果が，昨年に続き比較的良い成績だった．

初期値解析に現業領域４次元変分法解析を用いたこと

が予報成績が他センターより良かった理由の１つと考

えられるが，気象庁非静力学モデル最新版の優れた性

能を示しているともいえる．NMC/CMAの予報結果

は昨年に比べ大幅に改善しており，参加各機関の予報

精度の差は小さくなってきている．アンサンブル予報

システムとしては，他機関は側面境界摂動や物理過程

摂動を導入しているが，MRI/JMAでは未導入で，

今後の開発課題になっている．

RDPプロジェクトは，アンサンブル予報に関する

情報共有が主な目的で，予報精度のコンテストではな

いので，予報成績の順位付けは意味を持たないが，こ

の実験プロジェクトで良いシステムが作れれば，気象

庁が遠くない将来導入するであろうメソアンサンブル

予報についても有益な技術情報が提供できる筈である

と考えている．引き続き，各方面の協力と理解を頂い

てシステム改良を続け，来年の本番で良い結果が示せ

るように取り組みを続けていきたいと考えている．

(斉藤和雄)

今回のワークショップも，昨年と同様に非常に熱意

のこもったものであった．昨年のTier-1の予報結果

は，参加機関の中でMRI/JMAがよい成績を収めて

第３図 RDP会議参加者による集合写真．
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いたが，今年は他の参加機関も力を入れており，予報

の成績も僅差になってきたと感じた．

観測データについてはTier-2の同化実験に用いら

れていることからも分かるように，昨年では観測精度

が悪いと言われていたドップラーレーダやプロファイ

ラのデータも同化に使用できるようになり，大きく改

善されている．今後，これらのデータをアンサンブル

実験の評価や同化実験に用いたいと考えている．

(瀬古 弘)

今回のワークショップで印象に残ったことは，他の

機関でバイアス補正に関する議論が盛んだったことで

ある．バイアスのあるいくつかの予報モデルを用いて

マルチモデルアンサンブルを行うことにより，個々の

バイアスが打ち消された結果が得られるように考えて

いたが，今回の議論ではバイアス補正済の予報値を使

用したマルチモデルアンサンブルが最良であるとの報

告もあり，これは思いの外であった．今後，システム

の改良を行うと共にバイアス補正に関しても検討を

行っていく予定である．また，観測データについて

は，中国気象局がレーダーデータを含む観測データの

整備・品質管理に力を注いでおり，これらのデータを

同化することで，Tier-1やTier-2実験に用いる初期

場が改善されることが期待できる．

最後に，今回のプロジェクトを通じ，多くの方々に

ご指導・ご協力頂きました．このような機会を与えて

頂いたことに深く感謝します． (國井 勝)

略語一覧

AES：Atmospheric Environmental Service カナダ大

気環境サービス

ALADIN：Aire Limitee Adaptation dynamique
 

Developpement InterNational フランス気象局を中心

とするヨーロッパ気象機関領域モデル

ALADIN-LAEF：Limited Area Ensemble Forecasting
 

ZAMGの領域アンサンブル予報システム

BGM：Breeding of Growing Modes 成長モード育成法

（ブリーディング法)

BMB：Beijing Meteorological Bureau 北京気象局

BMRC：Bureau of Meteorology Research Centre オー

ストラリア気象局研究センター

BV：Breeding Vector ブリーディングベクトル

CAMS：Chinese Academy of Meteorological Science

中国気象科学院

CAPE：Convective Available Potential Energy 対流有

効位置エネルギー

CIN：Convective Inhibition 対流抑制

CMA：China Meteorological Administration 中国気象

局

DPHASE：Demonst r a t i o n  o f  P r o b a b i l i s t i c
 

Hydrological and Atmospheric Simulation of flood
 

Events 洪水事例の確率的水文学大気シミュレーショ

ン実証のための欧州国際プログラム

EPS：Ensemble Prediction System アンサンブル予報

システム

FDP：Forecast Demonstration Project 予報実証実験

プロジェクト

GRAPES：Global/Regional Assimilation and Predic-

tion System CAMSが開発中の全球領域統一非静力学

モデル

GRIB：GRIdded Binary WMOが提唱している格子点

データ高圧縮パッケージ法

HKO：Hong Kong Observatory 香港天文台

ISSC：国際科学運営委員会 International  Science
 

Steering Committee
 

ITeST：International Technical Supporting Team 国

際技術サポートチーム

JMA：Japan Meteorological Agency 気象庁

JONAS：JOint Nowcasting Applications and Services

ナウキャスト応用サービス合同分科会

MAP：Mesoscale Alpine Programme メソスケール山

岳プログラム

MRI：Meteorological Research Institute 気象研究所

MSC：Meteorological Service of Canada カナダ気象

局

NCAR：National Center for Atmospheric Research

米国大気研究センター

NCEP：National Centers for Environmental Prediction

米国国家環境予測センター

RDP：Research Development Project 研究開発プロ

ジェクト

SAUI：Sauna index サウナ指数（K)＝0.5×T（2

m)＋0.3×TD（2m)＋15

SV：Singular Vector 特異ベクトル

THORPEX：The Observing System Research and
 

Predictability Experiment 観測システム研究・予測

可能性実験計画

TIGGE：THORPEX Interactive Grand Global Ensem-

ble THORPEXの全球グランドアンサンブル

UKMO：United Kingdom Meteorological Office 英国

気象局

WMO：World Meteorological Organization 世界気象

機関

WRF：Weather Research and Forecasting model 米国
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の研究予報コミュニティモデル

WRF-ARW：Advanced Research WRF NCARによる

力学コアのWRF
 

WRF-NMM：Nonhydrostatic Mesoscale Model
 

NCEPによる力学コアのWRF
 

WWRP：World Weather Research Program 世界天気

研究計画

ZAMG：Zentral  Anstalt  fur  Meteorologie und
 

Geodynamik オーストリア気象地球力学中央研究所

4D-Var：4Dimensional Variational method ４次元変

分法
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